












1879 年（明治 12）5 月 25 日に開場した函館仮博物
場である。下から仰ぎ見るように建てられているその
























































































































































































か も の は し




















点）、植物（721 点）、鉱物（82 点）、製品（459 点）





















































































































































































































　建物は、1878 年（明治 11）5 月に建設に着手して
1879 年（明治 12）3 月に完成したようである。母屋
は木造平屋建寄棟造で、床面積 32 坪 8 合余である。
それに続き、博物場看守人詰所（居所）と便所が増
設されたが、母屋とは廊下で接続していた。建設費は
1,153 円 77 銭 7 厘、内装や備品が 353 円 82 銭 5 厘、































































































者数の推移をみると、開場した 1879 年（明治 12）
に は 41,954 人 で あ っ た が、1880 年（ 明 治 13） は
34,185 人（有料 27,790 人、無料 6,395 人）、1881 年（明















































































































　開拓使が 1882 年（明治 15）2 月に廃止されると、
北海道は札幌県、函館県、根室県に分けられた。函館
仮博物場は函館県に移管され函館県博物場となった。













館県では、1884 年（明治 17）8 月に最初の博物場に



































蔵』（1945 年 4 月刊）によると、野澤は、1865 年（慶
応元）8 月 8 日旧幕臣野澤房廸の次男として出生し、
1885 年（明治 18）7 月札幌農学校を卒業後、1887 年（明
治 20）～ 1889 年（明治 22）に東京帝国大学理科大
学動物学科に在籍（2 年間）し、1889 年（明治 22）4
月に北海道庁技手となった。1892 年（明治 25）11 月
に農学校講師嘱託、1896 年（明治 26）5 月に北海道
庁技師となり、1906 年（明治 39）10 月に札幌農学校
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物場の整理を命じられたのが昨年 8 月 25 日、今日そ
れを終えることができ、博物場の陳列品目及び解説と
共に、将来の施行する方法の略報を閣下に呈すること
は光栄である、というように前年の 8 月 25 日から整
理作業を始めていたことになる。




学（1887 ～ 1889 年）していることと食い違う。しか
















































































































































































































































註 6　註 4 と同じ。
註 7　註 4 と同じ。
註 8　註 4 と同じ。
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